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営巣数の減少とその保護
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はじめ に

コアジサシＳｔｅｍａａめゅ．oﾉzsは本州以南の海岸や内陸部河川で繁殖する夏烏である（清

棲1978)．東京湾沿岸では近年コアジサシの個体数が減少していることが報告されている

(金井・磯部1990，金井ほか1991)．また，日本各地でも繁殖状況が報告され，コアジサ

シが減少していることや繁殖地の保謹の必要性が訴えられている（桑原ほか’993)．全｢ＫＩ

的なコアジサシの集団繁殖地の分布状況についてのアンケート調査では，1000羽を越える

集剛繁殖地は全国で２か所しかないことや，現存する繁殖地もやがてなくなる111能性があ

ることから，繁殖地を保全できる河川計画と安定した繁殖環境を埋立地などの一部に確保

する必要があることが示された（林・岡1111991)．

長野盆地を流れる犀川と千曲川でも毎年コアジサシが，おもに河川内の中州で繁殖して

いる．1986年から３年間は100巣以上が確認されたが，1989年以降は60巣程度に減少した

(鳥羽1992)．その原因としては営巣場所の減少や繁殖の失敗により，この地域で繁殖す

る個体数が減少したことが考えられる．この地域のコアジサシは中州内の砂れき地に常巣

する．そのような砂れき地は哨水や砂利採取によって消失したり，植物が繁茂したために

減少している．また，増水によって卵やヒナが流失したり，チョウゲンボウＦａＪｃｏ

ａﾉ"zz"ｌａｊｊｕｓによってヒナが捕食されたりするために繁殖に失敗している．さらに妓近，

中州内に四輪駆動車が侵入し，ヒナを踏みつぶすこともあった．

そこで，１．１本野鳥の会長野支部は，建設省千曲川工’jI:.『jI務所に対し，コアジサシのこれ

以上の減少を食い止め，さらに桝巣数の増加をはかるように要請し，繁殖地となるI|'州を

残すとともに，その一部に砂利を尚く積み上げて，水のつかりにくい場所を造成した．ま

た，1993年には日本野鳥の会より保護活動に対する助成金を得て，会員が中州内の除蝋作

業や禰板立てなどの作業を行なった．その結果，1993年には造成地で繁殖したつがいが認

められた．本報は犀川および千曲川で繁殖するコアジサシの減少と，それに対する保謹活

動について報告するものである．

調査地および調査方法

洲杏は長野県長野盆地を流れる犀川および千IMI川の約20kｍの範囲で行なった（図１）．
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図１．調査地概要．

Ｆｉｇ．１．ＳｔｕｄｙａｒｅａａｌｏｎｇｔｈｅＳａｉａｎｄｔｈｅＣｈｉｋumaRiversintheNaganoBasin．

これらの河川は河川敷まで含めた川幅が500～1000ｍである．

1986年から1993年の８年間，コアジサシの繁殖期である４月から７月までのあいだ，月

に最低２回の調査を行ない，集団繁殖地および営巣数を記録した．調査は岸辺より河川内

の中州を観察し，巣づくりや抱卵している個体の発見につとめた．抱卵を確認した場合は

川を渡り，巣の数をかぞえた．巣には近くに目印と番号をつけた．集団繁殖地内には巣を

掘った様子がなく，地上に卵のみが落ちている場合があるが，このような場合は営巣数に

含んでいない．しかし，つがいが繁殖に失敗し，再営巣した場合は営巣数に含まれている．

結果および考察

１．営巣数の減少

調査地内では1986年には122巣，1987年には149巣，1988年には143巣が確認された（図

２)．ところが，1990年には87巣，1991年には60巣と半数近くまで減少した．このように

コアジサシが減少した原因としては，営巣場所の減少が考えられる．調査地内のコアジサ

シの巣は裸地で砂の多い砂れき地に多く分布している．砂州の部分にはわずかに営巣して

いたが，れきだけで砂のない場所や，泥のたまった場所ではまったく記録されなかった

(図３)．環境中にしめる砂れき地の割合とコアジサシの営巣場所にしめる砂れき地の割合

を比較すると，コアジサシは有意に砂れき地を営巣場所として選択していた（Ｘ２＝213,

Ｐ＜０．００１；表１）．

調査地のコアジサシは中州で繁殖するが，砂れき地をもつ中州は非常に少ない．さらに

以下のような原因で砂れき地をもつ中州は年々減少している．
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図２長野県犀川および千曲川におけるコアジサシの営巣数の年変動．

Ｆｉｇ．２．ＡｎｎｕａｌｆｌｕｃｔｕａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｓｏｆＬｉｔｔｌｅＴｅｒｎｓａｌｏｎｇｔｈｅＳａｉａｎｄｔｈｅ

ＣｈｉｋｕｍａＲｉｖｅｒｉｎｔｈｅＮａｇａｎｏＢａsinfroml986tol993．

表１．地表の環境別営巣数．

Ｔａｂｌｅ１．Ｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｓｉｎｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｄｉｆｆｅrenttypesofgroundsurface．

Ｍｕｄ

Ｓａｎｄ

Ｓａｎｄ＆gravel

Gravel

(River）

０
６
０
０
８

Total

Ｇｒｏｕｎｄｓｕｒｆａｃｅ Ｎｏ・ｏｆｎｅｓｔｓ

1,880

１２，０８０

9,400

13,150

（3,490）

40,000

第１は植生の遷移である．砂れき地は数年たつとマツヨイグサＯｅ凡otheraodrataやイ

ネ科植物が生え，さらに数年たつとカワヤナギＳａｊｊｘｇｊ"gjα"αやニセアカシアＲｏﾉi”α

pseudoacajsなどの低木も茂りはじめ，コアジサシの繁殖地として好適でなくなる．第２

は増水による中州の消失である．中州が完全に水没する増水は年に数回おこることがある．

このときに，中州内の砂れき地は消失していく．第３は砂利採取である．中州の砂や砂利

を工事用に採取するために中州は低くなり，小規模な増水でも中州が消失してしまうよう

になる．

営巣場所の減少がコアジサシの個体数を減少させた実例としては以下のようなものがあ

る．青木島では1987年から1989年にかけて営巣数が多かったが，1990年以降，中州の中心

8６
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図３．地表の環境と巣の分布．

Ｆｉｇ．３．Ｌｏｃａｔｉｏｎｏｆｎｅｓｔｓａｎｄｔｙｐｅｓｏｆｇｒｏｕｎdsurrace・Ｔｈｅｒｅｗｅｒｅ８６ｎｅｓＬｓａｔＬｈｅＹａｓｈｉｍａ
ｃｏlonyinl986，ThiscolonywasesLablishedonariverbankoftheChikumaRiver．

部に草や木が茂りはじめ，下流側の狭い地域にしか砂れき地がなくなった．そして，営巣

数が半分以下に減少した（図４)．屋脇には1986年には102巣という調査地内で一番大きな

集団繁砿地があった．ところが，そのｲドの秋に行なわれた砂利採取のためにI|'州が１ｍ低

くなり，その上砂れき地滞が減った．そのためか，1987年は繁殖せず，少数が300ｍｋ流

の小さい''1州で繁殖しただけだった．その111州も砂利採取のため，1988年からは琳水時に

水没するようになり，コアジサシの巣はすべて流された．小布施では1987年には65巣の集

団繁殖地が形成された．しかし，ここも1988年には中州の表面の砂が蛸水によって少なく

なり，営巣数も25巣に減少した．さらにこの年の秋から砂利採取が行なわれ，約､|皇分が削

られた．1991年12月には，再度砂利採取が行なわれた．その場所には1992年に46巣が営巣

された．Ｉ･'･'州内には年々蝋が生えるようになり，この年の夏にはアレチマツヨイグサが生

えた．そのため，1993年には前年まで営巣していた場所では営巣しなくなった．

２．繁殖成功＊の低下

コアジサシの減少の要因としては営巣場所の減少のほかに繁殖成功率の低ドが考えられ

た．河川では卵やヒナが流されて，繁殖を失敗することが多い．また，ここではチョウゲ

ンボウによる捕食が頻繁に記録され，繁殖地内のヒナがほとんど捕食されたこともあった．

1986年および1987年には増水がなく，調査地内では30羽以上の若鳥が飛期しているのが確
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認された．しかし，1988年には３回の蛸水のために，３羽しか若鳥が確認されなかった．

1989年以降も増水とチョウゲンボウによる捕食のため，年に数羽の若鳥が確認されたのみ

だった．

３．コアジサシの保護活動

このように減少してきたコアジサシの営巣数を蝋やし，集団繁殖地となる中州を残すた

めに保護活動を行なった．

砂利採取は建設省と砂利採集組合との合腫で行なわれる．その際，中州については全休
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を砂利採取せず，一部を残し，さらに琳水時に中州が水面上に出るように砂利を積み上げ

ることを要請した．1991年12月に小布施では，以前から集団繁殖地となっていた中州で，

砂利を採取することになった．そこで，工事がはじまる前に保護を建設省に依頼し，中州

の高い場所を３分の１ほど残し，さらに600,2（20×30ｍ）ほどの場所を高さ２ｍほどに

稜み上げた側５）また，このような台地をほかに犀川の川合新ｍに２か所と人工的な中

州を落合にｌか所，砂利を採取する際に砂利組合が河川内に設けた．その結果，小布施で

は1993年の５月I|'旬の洪水ではこの台地が水面より上に出て，洪水が去った後にも13巣が

流されずに残った．しかし，これらの巣のヒナは，ふ化後すぐにチョウゲンボウに捕食さ

れ，繁殖には成功しなかった．また，落合の人工的な中州では，1993年に繁殖したが，増

水で流されてしまった．

このほかに，’二1本野鳥の会長野支部で，コアジサシの渡来前と繁殖終了後に除草作業を

行ない，繁殖地が草で種われるのを防いだ．また，1992年の渇水時には四輪駆動車が小布

施の集団繁殖地に段人し，ヒナが踏まれたことがあった．そこで，鉄製の看板を立て，コ

アジサシの繁殖地があることを告知するとともに，寵が侵入しないようにロープを張った

(図６)．

犀川および千曲川のコアジサシの個体群は，海岸付近のものに比べ小さなものだが，そ

の小個体脈も放慨すると，Ｉ‘l然や人為的な影響から繁殖場所を失い，やがて消失する可能

性がある．ｎ然のﾉJである洪水や捕食には人の力はおよばないが，少しでも営巣できる環

境をふやす努力を今後もしていかなければならない．

図６．コアジサシの集団繁殖地であることを知らせる看板．

Ｆｉｇ．６．ＡｓｉｇｎｔｏｗａｒｎｐｅｏｐｌｅａｗａｖｔｈｅＬｉｔｔｌｅＴｅｒｎｃｏｌｏｎＶ‘
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本調査を進めるにあたって，上越教育大学の中村登流教授に多大なご指導をいただいた．また，繁

殖地の保謹にあたり，信州大学教育学部の中村浩志教授には，お忙しい中，建設省と交渉していただ

いた．建設省千曲川工事事務所長野出張所前所長の熊谷清氏および現所長の高柳淳二氏には保護にご

理解いただき，便宜を図っていただいたばかりでなく，自ら除草作業に参加していただいた．日本野

鳥の会長野支部の支部長細野哲夫氏には，建設省と交渉していただいたり，保護活動を支部の重点活

動の１つに取り入れて先にたって活動していただいた．そして，日本野鳥の会長野支部の会員の方々

には除草作業や看板立てなどにご協力いただいた．以上の方々に心から感謝申し上げる．

要約

長野盆地を流れる犀川と千曲川では，コアジサシは河川内の中州を利用して繁殖している．この営

巣数を調査したところ，1986年から３年間は１００巣以上あったが，1989年以降は60巣ほどに減少した。

その原因には営巣場所の減少や繁殖成功率の低下が考えられた。営巣場所に適した中州は年々砂が減っ

たり，植物が繁茂したり，砂利採取のために減っている。また，洪水やチョウゲンボウによる捕食の

ために，繁殖成功率が低下している。そこで，営巣場所に選ばれるような砂れき地の多い中州の一部

を高くつみあげ台地にしたり，除草作業や人の侵入を防ぐ看板を立てるなどの保護活動を行なった。

その結果，その台地に13つがいが営巣した。
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environmenthasbeendegradedinthisareathroughmining，recreationalvehicledis-

turbance，appearanceofvegetation，anddecreasedsanddepositionafterflooding、

Furthermore,becauseeggsandnestlingswereaffectedbyflooding,andyoungweretaken
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